
読み手・話し手等 参加者数等

                             
毎月第２土曜日
　　午後２時３０分～

絵本ライブラリー 計33人

毎月第２日曜日
　　午後２時３０分～

おはなし「銀の櫂」 計34人

毎月第３水曜日
　　午後３時３０分～

四日市おはなしの会　赤とんぼ 計11人

毎月第３土曜日
　　午後２時３０分～

中部読み聞かせサークル 計30人

毎月第４水曜日
　　午後３時３０分～

Ｃａｎ 計45人

毎月第４土曜日
　　午後３時３０分～

語りの会　どっこいしょ 計24人

毎週木曜日
(祝日、学校の長期休暇を除く）
　　午前１１時～

職員他 計167組

                             

4/16 中部読み聞かせサークル ９人

4/17 公募市民 ６人

4/23 語りの会　どっこいしょ 15人

4/29 職員
①11人
②７人

5/7 中井千保子さん ６人

6/4 中井千保子さん ３人

7/2 中井千保子さん ８人

7/16 中部読み聞かせサークル 25人

7/23 語りの会　どっこいしょ ３人

7/27 Ｃａｎ ６人

7/30 おはなし「銀の櫂」 15人

8/17 四日市おはなしの会　赤とんぼ 中止

10/19 四日市おはなしの会　赤とんぼ ４人

講師など 参加者数等

職員等 10人

◆ 職員 10人

◆ 点訳グループくすの木
低学年6人
高学年5人

赤ちゃん絵本のよみきかせ

読み聞かせ・おはなし会（特別行事）

子ども読書の日企画　ザ・男の読みきかせmini

6/3
おしゃべりえほんの会
　　「絵本の巨匠４人を語る」

行　事　名　及　び　開　催　日

【 講座等の開催 】

子ども読書の日企画　絵本の読みきかせ

夏の絵本の読みきかせ

夏のおはなしびっくりＢＯＸ

小学生版　夏のおはなしぎんのかい

子ども読書の日企画　おはなし会

子ども読書の日企画　新刊絵本の読みきかせ

講座など（◆は児童対象）

夏のおはなし会

絵本の読みきかせ「耳をすませて」

おはなし　ぎんのかい

おはなしと読みきかせ

絵本の読みきかせ

おはなしびっくりBOX

おはなし会

  令和４年度図書館事業報告（令和４年４月～）

【 読み聞かせ・おはなし会の開催 】

行　事　名　及　び　開　催　日

読み聞かせ・おはなし会（定例行事）

絵本ライブラリー

（定例行事の参加者数は9月末現在）

絵本の読みきかせ「耳をすませて」

絵本の読みきかせ「耳をすませて」

8/5 子ども点字教室

7/21・22・28

夏のおはなしと読みきかせ

おはなしと読みきかせ（秋のスペシャル）

手づくり絵本講座
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,
日　　時

５月25日～27日

日　　時

８月３日・４日

８月３日・４日

８月18日・19日

８月25日・26日

三重平中学校 ８月30日・31日

８月30日・31日

内　容 場    所 日　　時

桜小学校 ９月28日

中央小学校 ９月30日

保育幼稚園課
『課題別研修会』

５月13日

古川学園　向陽台高校 ７月１日・11月25日

ライブラリーフレンズ　四日市
『おはなしボランティア講座』

７月６日

橋北子育て支援センター
『課題別研修会　』

７月13日

【その他】

　・なのはな文庫（学校貸出専用図書）の貸し出し　　9,745 冊（9月末）　　

　・幼稚園への大型絵本の貸し出し　　延べ　40 園に　119 冊（9月末）

　・じどうしつだより（  ５ 回）、自動車文庫だより（  ３ 回）発行

　・なつやすみ「読書感想文」の書き方（ナツドク！）の発行

  ・本で調べるコツ（なつしら！）の発行

　・夏休み向け　地域学習テーマ選び「四日市を語れる人になってみませんか」発行

　・地域資料室だより　臨時号　「2021年度に入った地域資料」　発行

　・宿題ワンストップ掲示板

1人塩浜小学校

1人

参加者数等

四郷小学校 ２人

北勢きらら学園高等部 1人

保々小学校

1人

【 職業体験、図書館実習及び図書館見学の受け入れ 】

参加者数等

1人

内部中学校　２年

大矢知小学校

職業体験

教職の研修 参加者数等

２人

５組

【館外への派遣など】

53人

128人

12人

44人

自動車文庫派遣

25人(7/1)

　・児童室　パネル展示　『14ひきのねずみシリーズ』（３～4月）

　　　　　　　　　　　　 　　　『へいわってどんなこと』（６～８月）

出前講座

講師としての
派遣

  ・手づくり絵本講座作品展示（10/8～30）

「手作り絵本講座」作品展



【展示】

企画展示（2階　展示コーナー）

期間 テーマ 内　　容

3/23～5/22 知りたい！北欧4ヵ国
北欧4ヵ国（フィンランド、スウェーデン、ノルウェー、デンマー
ク）に関する歴史や文化、デザイン、文学などの本を紹介

5/22～7/24
地球温暖化対策
               ～私たちにできること～

地球温暖化対策として私たちが出来ることを考える機会にな
ればと、パネル展示や関連本を紹介

5/25～6/5 「見て！知って！四日市の水道」
水道週間にちなんで四日市市上下水道局との連携企画。上
下水道局からはおもしろ蛇口などを展示

7/27～8/21
第25回　発掘展
　　　～子どものための考古学～

久留倍官衙遺跡や四日市代官所跡から出土した土器などを
展示
発掘や遺跡など考古学に関連する図書を紹介

8/24～9/25
「認知症の人とともに歩むまち四日市」
について考えよう

9月は「世界アルツハイマー月間」。認知症を理解し、認知症
の人や家族を支援する活動として、認知症関連の図書や市
の取組などについて展示

9/28～11/20 翻訳の世界
翻訳とは何か、翻訳家になるには、翻訳家のエッセー、原作と
翻訳の読み比べなど翻訳の世界を案内

プチ展示（２階　地域資料室）

期間 テーマ 　

4/1～5/31 知りたい！四日市と私の住むまちのこと 「身近なまち」を知る資料を紹介。

6/17～7/17 四日市公害を読む～判決から50年～

今年は、四日市公害訴訟裁判に対する判決がされてから、50
年です。(1972年7月24日判決)　。地域資料室にある四日市
公害に関する資料を紹介。

9/6～11/6 酒いろいろ 三重のお酒に関する資料を紹介

２階 展示コーナー

「翻訳の世界」「地球温暖化対策～私たちにできること～」



企画展示（1階　ミニ展示コーナー）
期間 テーマ 内　　容

3/29～5/1 こんな本あります　第2弾
こんな本が図書館にあったんだと思わず手に取りたくなる本
を集めて紹介　好評につき第2弾

5/3～5/15 沖縄復帰50周年
令和4年5月15日に本土復帰50周年を迎える沖縄に関する本
を紹介

5/17～6/5 描く
水彩画や油絵、イラストや絵手紙などいろいろな画法の図書
を紹介

6/17～6/30 男女共同参画週間
6月23日から29日の「男女共同参画週間」にちなんで関連図
書を紹介

7/1～7/10 参議院議員選挙
7月10日の参議院議員通常選挙投票日。
選挙の仕組みや国会などについて学べる本を紹介

7/13～7/31 夏を涼し～く怪談話
とりわけ暑い今年の夏、妖怪の本や絵に描かれた幽霊の本
など読んで涼しくなるような怪談の本を紹介。

8/2～8/31 非核・平和を考える 戦没者を追悼し平和を祈念する日にちなんで

9/1～10/16 読書エッセーを書いてみよう
「読書に関するエッセー」の募集にあたり、エッセーに関する
図書を紹介

9/1～9/15 災害に備える
9月1日は防災の日。避難経路などの防災情報や防災用品の
見直しなどに役立つ資料の配布と関連図書を紹介

9/16～10/2 敬老の日読書のすすめ
「敬老の日読書のすすめ」は読書推進運動協議会が中・高年
の方々に読書を楽しんでもらうため「心ゆたかに生涯読書」を
目標に進めている運動

10/4～10/16 夏の疲れ残っていませんか 暑さで疲れたからだと心を癒す本を特集

10/18～10/30 「食」の図書館シリーズ 原書房の「「食」の図書館　シリーズ」を特集

沖縄復帰50周年 災害に備える

1階 ミニ展示コーナー



【定例行事外】

【館外への派遣など】

職員

未定

11月19日

11月23日

11月23日

11月26日

11月27日

12月2日

12月4日

12月18日

よみきかせ入門講座「はじめのいっぽ」

令和４年度図書館事業　今後の予定

行　事　名　及　び　開　催　日 読み手・話し手等

笹川保育園子育て支援センター

秋の絵本の読みきかせ 中部読み聞かせサークル

小学生　冬のおはなしぎんのかい おはなし「銀の櫂」

おしゃべりえほんの会「新刊絵本を読む」 職員

子ども読書ネットワーク協議会研修会 講師　箕浦　龍一

秋のおはなし会 語りの会　どっこいしょ

秋のおはなしびっくりＢＯＸ Ｃａｎ

10月13日

11月11日

10月28日

11月2日

春のおはなしと読みきかせ 四日市おはなしの会　赤とんぼ

おしゃべりえほんの会

12月23日

2月8日

現役運転士に聞く！
四日市あすなろう鉄道と運転士の仕事

自動車文庫派遣（笹川小学校）

図書館教育研究協議会（羽津小学校）

行　事　名　及　び　開　催　日

自動車文庫派遣（河原田小学校）

三重県学校図書館研究大会分科会講演

塩浜保育園子育て支援センター

3月3日

3月29日

点訳グループくすの木

四日市録音奉仕の会

点訳体験講座

音訳体験講座

10月22・29日
11月5日

10月22・29日
11月5日

職員

音訳専門研修会 講師　磯野　正典

『中部すくすく＆マタニティ広場』（中部セ
ンター）

高校への講師派遣（四日市農芸高校）

1月31日

12月7日

12月16日

1月27日

11月15日

点訳専門研修会 未定

四日市あすなろう鉄道（株）職員

職員読書に関するエッセー入賞者表彰式
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企画展示（2階　展示コーナー）

プチ展示(2階　地域資料室）

企画展示（１階　ミニ展示コーナー）

テーマ

11/11～12/10
「いのちと向き合う」
～優生思想について考えよう～

三重県の差別をなくす強化月間にちなみ「優生思
想」について考えることを通していのちと向き合うこ
との大切さや難しさ、葛藤を自分の心で感じられる
ような本を紹介

２人

２人

【展示】

期間 テーマ 内容等

11月９日・10日

港中学校 11月30日～12月２日

11/23～1/22 四日市あすなろう鉄道
内部線開業100周年・八王子線開業110周年にあ
わせパネルやMAPを展示。

期間

科学者の生き方・考え方や、科学のおもしろさ、奥
深さ、幅広さを伝える100冊の本を紹介。

内容等

11/23～1/22 地域資料でワクワクのりもの！ 県内の乗り物に関する地域資料を紹介

期間

学校名 日時

西笹川中学校

1/25～3/26 科学道100冊

テーマ 内容等

参加者数

【職場体験】



質問・質疑等要旨 答弁者及び答弁要旨

男性用トイレへのサニタリーボックスの設置
病気等により尿漏れパットが必要な男性のため尿
漏れパットを入れるサニタリーボックスを市の施設
の男子トイレに設置すべきではないか。

小中学校の多目的トイレについては既に設置済みではある
が、教職員用と図書館、博物館などの施設においても、早急
に施設内の男子用トイレにサニタリーボックスの設置を行って
いく。

中心市街地拠点施設設備における図書館の憂慮
と期待について
①複合的に新図書館を整備する場合、複合施設と
の兼ね合いによる設計の制約などから図書館の提
供すべきサービスが適切に提供できなくなるのでは
ないか

②新図書館においては中心市街地拠点施設整備
の基本方針の４つの機能と現在の図書館の運営方
針に勝る市民が誇れる『新図書館』となるよう期待し
てよいのか

①整備にあたっては政策推進部とともに近鉄グループとの協
議に図書館も参画し、必要な機能やフロア構成等について協
議を重ねており、図書館が担うべき機能やサービスを適切に
提供できる空間づくりは出来ていると考えている。
　さらに、近鉄四日市駅は各交通機関の乗り換え拠点である
ことから今まで利用できなかった多くの利用者が見込まれる。
また複合施設の一部となることで図書館以外の目的で訪れる
人にも存在を知ってもらえることなどから新たな利用者層を見
込むことが出来る。

②新図書館は平成３０年１月に策定された中心市街地拠点
施設整備計画の３つの基本理念と基本理念を実現していくた
め６つの重点方針を掲げて取り組みをすすめていくこととして
いる。新図書館については、快適で使いやすい、気軽に立ち
寄れる施設を目指すとともにさまざまなＩＣＴシステムを導入す
るなど充分な機能を備え、図書館を愛している方々のご期待
に応えられるような市民が誇れる図書館となると考えている。

電子図書館はいつから
①コロナ禍だからこそ開館を急ぐ必要性と、電子図書館
を子どもたちが活用できる環境が整っているにもかかわ
らず先延ばしする理由は何かあるのか。

②電子図書館の可能性については、まだまだ認知され
ていない面も多く、新たな活用方法とその広報について
どのような施策を考えているのか。

①現在、電子図書館導入に向けて、近隣自治体の調査や情
報収集、また提供事業者への聞き取り調査を行っている。
電子図書館を継続的、発展的に実施して行くため継続的な予
算確保が課題であると聞いている。適切な導入時期、電子図
書館の規模、コンテンツの内容、本市の収集方針等について
慎重にすすめていきたい。

②電子図書館導入が確定したら活用方法についても様々な
媒体で広報に努めていきたい。

8
月
定
例
月
議
会

無意識に芸術にふれられる図書館へ
公共図書館は、まちの文化の発信地である。
公共図書館の利用率が世界随一といわれている
フィンランドでは、新しい知的かつ芸術的な公共空
間が図書館だと位置づけられている。
近年、日本国内の図書館においても図書館に展示
スペースを併設して、来館した方々が気軽にアート
を鑑賞できる環境を整えることが「無意識に芸術的
な市民」を生み出していくのに最適と考えるがどう
か。

新図書館においては基本方針にもある「情報発信・コミュニ
ケーション機能」と「幅広い市民が気軽に立ち寄れる憩いの
空間」を備えていきたいと考えている。
多くの市民にとって来たくなるような憩いの空間にするために
は、施設内にアートを感じられるような空間を創出することは
効果があると考えられる。
また、情報発信の機能を持ち合わせるため、議員提案のよう
に文化と芸術の発信地ともなることができる。
今後基本設計を進めるにあたり、展示スペースを設け芸術作
品を鑑賞できる環境を整えるなどアートを取り入れることを含
め、新図書館が魅力的な場所になるよう検討していく。

６
月
定
例
月
議
会

令和４年６月・８月議会（本会議）一般質問における質問質疑に対する答弁
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